




































約 5 分の 2 の国土面積に 1 億 4,240 万人の人口を抱えています。国民の 99％はベンガル語を母語と
＊長田華子（ながた・はなこ）　茨城大学人文学部准教授。専門はアジア経済論，南アジア地域研究，ジェンダー論。
2005 年 3 月東京女子大学文理学部社会学科卒業。2008 年 3 月お茶の水女子大学大学院人間文化研究科修了（修士：
















　韓国企業がこの時期にバングラデシュに参入した理由は主に 2 つあります。1 つは，バングラデ
シュの人件費の安さです。当時の韓国では経済発展に伴い人件費が上昇しており，それを回避する




















78.14％です。縫製産業で働く人の数はおよそ 400 万人で，そのうちの 8 割が女性です。縫製工場













　その典型がジーンズです。最初に，ユニクロの姉妹ブランドである GU が 990 円のジーンズを発
売しました。その同じ年に今度はイオンが 880 円のジーンズを発売し，その 2 カ月後には西友が







































日本（東京）※ 製造業の作業員 2,523 ドル
（出所）日本貿易振興機構（ジェトロ）海外調査部，『第 24 回アジア・オセアニア
主要都市・地域の投資関連コスト比較』（2014 年 5 月）より作成。







2010 年 6 月 2014 年 4 月
進出企業（現地法人・支店・駐在員事務所含む）数
　　　　　　　　　　　（ジェトロ・ダッカ事務所調査）
83 社 181 社
ダッカ日本商工会の会員数 39 社・団体 58 社・団体
　（出所）酒向・安藤・河野・鈴木（2014：372）「日系企業」，村山真弓・山形辰史編
『知られざる工業国バングラデシュ』アジア経済研究所，2014 年。









上昇しています。こちらは（表 3），財務省の『貿易統計』に従って 2007 年から 2013 年にかけて
の衣類輸入状況を示したものです。2013 年段階では，中国が 75.9% で最も高く，バングラデシュ














順　位 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年
中国 1 1 1 1 1 1 1
ベトナム 2 2 2 2 2 2 2
インドネシア 4 4 3 3 3 3 3
バングラデシュ 8 7 6 6 6 4 4
ミャンマー 5 5 5 5 4 5 5
インド 3 3 4 4 5 6 6
カンボジア 20 12 8 8 8 8 7
タイ 6 6 7 7 7 7 8
フィリピン 11 11 12 13 12 13 10
スリランカ 15 15 16 11 15 12 9
中国の比率 90.0% 88.6% 87.3% 85.6% 81.4% 78.6% 75.9%















2000 年代に入ると，ミャンマー（2002 年 10 月），フィリピ
ン（2003 年 11 月），アメリカ（2005 年 6 月）にそれぞれ自
社工場を開設します。そして，中国の自社工場とバングラ
デシュの現地地場企業との合弁によって，2008 年 3 月にバ
ングラデシュに開設したのがこちら（写真）の工場です。
　6 階建ての，非常に近代的な建物です。1 階から 6 階まで






男 女 男 女
6 階
裁断 49 6 1
サンプル 6 0 1
5 階 縫製 43 130 1
4 階 縫製 51 119
3 階 縫製 56 129
2 階 仕上げ 66 84 1 1（※1）
1 階
洗い 16 0 1
事務所 9 4 1（※2）
※1　フィリピン人女性
※2　日本人男性
（出所）2010 年 2 月調査に基づき，筆者作成。
　労働集約的かつ女性集約的な現場が縫製階ですが，次頁図 1 が当時調査したときの縫製階の現場
です。B － 1 と B － 2 という 2 つの部門があり，それぞれ 3 つのレーンから構成されています。3
つのレーンとは，前身頃を縫製する「前パンツレーン」，後ろ身頃を縫製する「後ろパンツレーン」，
そして前身頃と後ろ身頃を合わせる「合わせレーン」です。この 3 つのレーンを経て 1 枚のジーン
ズの縫製部分が完成します。私の調査によれば，前パンツレーンには 17 工程，後ろパンツレーン
には 24 工程，合わせパンツレーンには 25 工程の合計 66 工程を必要とします。バングラデシュで






























































　（出所）2010 年 2 月調査に基づき，筆者作成。
　ここからは日本向け商品の生産に携わるバングラデシュ人の女性たちについて説明します。1 人
目はシルピさんという女性（24 歳）です。彼女は 2 人の娘と夫とともにダッカ市内で居住してい
ます。夫は病気のため長らく働くことが出来ず，一家の大黒柱は彼女です。月々のシルピさんの収
入 3,500 タカ（約 4,700 円）が世帯の全収入です。シルピさんには一家の稼ぎ手，2 人の娘たちの
世話，病身の夫の介護と三重の責任がのしかかります。彼女は娘たちの学費，夫の治療代，何より
も一家 4 人が飢えることなく生きていくために縫製工場で働いています。
　2 人目はマジェダさんという女性（22 歳）です。縫製工場で働き始めて 7 年で，どの縫製工程で
も担当可能な「熟練」工員です。月収は残業代を含めて 4,200 タカ（約 6,300 円）です。マジェダ
さんは，首都ダッカの南東部に位置するチャンドプール県で農民である父と母のもとに長女として
















































グラデシュの労働法のもとでは 1 日に 8 時間以上の就業を禁止しています。しかし実際には，1997
年の調査によれば，1 日の平均労働時間は輸出加工区の工場で 9 時間以上，輸出加工区外の工場で
は 12 時間以上に及んでいたそうです（Pratima andAnwara, 2006）。また最低賃金以下（2013 年




















　それぞれの対応について簡単にご説明します。まず，バングラデシュ政府です。2013 年 7 月，
縫製産業部門の火災や建築構造に対する安全性の向上を目指す行動方針を発表しました。つづけ
て，労働法を改正し，2013 年 12 月には最低賃金をこれまでの 3,000 タカ（約 4,000 円）から 5,300
28 大原社会問題研究所雑誌　№702／2017.4
タカ（約 7,100 円）に引き上げました。続いて，ILO による対応です。ILO は，2013 年 10 月にカ
ナダ，オランダ，イギリス政府からの寄付金で縫製産業の労働環境を改善するための活動を開始
し，同年 12 月には NGO との共同で生存者の社会復帰や技能向上プログラムを実施しています。
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